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おちゃらけキャラの太一
た い ち

と、クールな転校生の優
ゆう

希
き

が、伝統芸能「八戸
はちのへ

えんぶり」に挑

戦。太一は、王子のような振る舞いの優希が、こっけいな「えびす舞」に立候補したの

を意外に思っていたが、練習を始めると優希がリズムにのって踊れないことが分かり、

さらに驚く。王子キャラがくずれてしまうと心配するが、優希は練習を辞めない。優希

の思い、えんぶりを仕切る親方の思いを知り、太一は自分がすべきことを真剣に考え始

める。 

ふたりのえびす 

 
高森 美由紀/作 
（フレーベル館） 
91・タ 
 

物語部門 

かがやき子ども病院 
トレジャーハンター 
 
まはら 三桃/著 
（講談社） 
91・マ 

物語部門 

一
いっ

健
けん

が入院しているかがやき子ども病院には院内学級があり、良
りょう

志
じ

、昴
すばる

、早
さ

弓
ゆみ

、日
ひ

彩
いろ

、

理
り

央
お

が通っていた。新しく入ってきた知樹
と も き

は、パソコンに夢中でなじめない。ある時、

良志が「氷の女王」という創作の話をしてくれた。いいところで良志が眠ってしまっ

たので、みんなは続きが気になっていた。一健は、良志から続きを書いたノートがな

くなってしまったことを聞く。病院のどこかにあるはずと考えた一健たち 7 人はノー

トを探す計画を立て、大冒険を実行する。 
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ノン 

フィクション 

部門 

 
火星のライオン 
 
ジェニファー・L・ホルム/作 
（ほるぷ出版） 
93・ホ 
 

物語部門 

2091 年、ベルたち子ども 5人と大人 6人、ネコ 1ぴきが火星で暮らしていた。ある

時、大人だけが原因不明の病気にかかる。子ども達はなんとか自分達で乗り切ろうとす

るが、大人達はいっこうに良くならない。地球に救助要請のメールを送ると、薬が届く

のは 8ヶ月後だという。待てないと判断した子ども達がとった行動とは…。 

牧野富太郎 
 
横山 充男/著 
（くもん出版） 
28・マ 
 

明治初期、日本では名前がはっきりせず「雑草」と呼ぶ植物が数多くあった。幼いこ

ろから草木を見るのが好きだった牧野富太郎は、きっと名前があるはずと詳しい人を

訪ね、本で調べた。外国では共通の学名を付けて分類していることを知った富太郎は、

全国を歩いて植物を採集、標本し、図と説明文を書き、印刷まで自ら行い、『日本植物

志』を作る。集めた標本は 40万点。80年を経た現在でも『牧野日本植物図鑑』は新

種が加えられながら使われいる。植物のすばらしさを伝え続けた富太郎の人生を描く。 
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 物語部門 

有名私立高校を目指す中学 2年生の竹人は、塾の帰り道、町の不良グループにからまれ、

財布を取られてしまう。そこに現れたのは、クラスの変わり者、伊倉だった。伊倉は悪

者をやっつけるチームを組もうと言い出し、同級生の三森や引きこもりの兄も加わるこ

とに。リーダーは町の実力者の身内で、正面から対決しても勝てない相手。ついに、竹

人が立てた作戦を決行する日がやってくる。 

 

カンフー＆チキン 

 
小嶋 陽太郎/著 
（ポプラ社） 
91・コ 
 



福井市立図書館 0776-20-5000  みどり図書館 0776-34-8859  桜木図書館 0776-20-1530 

第４回 福井市こどもの本大賞 候補作品 ４月のおすすめ本 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

合唱コンクールの指揮者を任された早紀は、幼なじみの音心のように音楽的才能がある

わけでもなければ、クラスメートをまとめることもできずに困っていた。晴美の朝練の

提案や、涼万の歌をきっかけに、少しずつクラスはまとまってきたが、まだ岳がバスケ

に夢中で合唱の練習に一度も来ていない。一人一人の胸に秘める情熱が一つになって響

き合う時、どんな歌が生まれるのか！? 

ソノリティ 

 
佐藤 いつ子/著 
（KADOKAWA） 
91・サ 
 

物語部門 

マスクと黒板 

 
濱野 京子/作 
（講談社） 
91・ハ 
 

物語部門 

コロナによる休校が終わり、輝
てる

が久々に登校すると、黒板いっぱいに見事な絵が描か

れていた。何色ものチョークによる校舎、桜、学校の背景には富士山。そして《新一

年のみんな、入学おめでとう！君たちの中学生活が充実したものになりますように。

コロナに負けるな！》という文字。黒板アートに心がゆさぶられた輝の中に、学校行

事が次々と中止、白マスク強要という日々に対して、「何かやれないのかな？」という

思いが沸き起こる。 
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莉奈に手芸クラブのクラブ長を押しつけられた由希。4、5年生の面倒をみているだけで、

クラブの時間は終わってしまうし、バザーに去年と同じ壁かけフラッグを出そうと提案

したら、5 年生男子に「だっさい」って言われるし‥クラブ長って大変！バザーに出す

作品は、はぎれをリメイクしたもので、手芸が苦手な子も一緒にみんなで作れるもので

なければならない。何かいいアイデアで、手芸クラブすごいって言わせられないかな。

由希の挑戦が始まる。 

リメイク！ 

 
あさだ りん/作 
（フレーベル館） 
91・ア 
 

物語部門 
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シャンシャン、夏だより 
 
浅野 竜/著 
（講談社） 
91・ア 

６年生になって転校してきた川村ちとせは、近寄りがたい存在だった。夏休みに野
の

歩人
ぶ と

が母親のおつかいで川村を訪ねると、彼女はセミを捕ろうとしていた。シャンシャンシ

ャンシャンという鳴き声‥クマゼミだ！この辺りでは珍しい。野歩人はクマゼミを自由

研究のテーマにしようと、友達の加茂原
か も は ら

を誘う。川村にもクマゼミを探していることを

話し、徐々に打ち解けていく。はたして自由研究は…？夏の変化をまぶしく感じる物語。 

物語部門 

本おじさんのまちかど図書館 
 
ウマ クリシュナズワミー/作 
（フレーベル館） 
93・ク 
 

物語部門 

「ぴったりの日に、ぴったりの人に、ぴったりの本を」をモットーに本おじさんは、

まちかど図書館を開いていた。ヤズミンは毎日ここに立ち寄り、1 日 1 冊借りて、読

んだ本は 400冊を超えた。ところがある日、突然まちかど図書館がなくなることに！

本おじさんのところに許可証を出すように通知が来たからだ。無料で本を貸している

本おじさんには許可証をもらうためのお金がなかった。ヤズミンはどうにか図書館が

続けられないか考える。 
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上地
う え ち

百子
も も こ

さんはグランドピアノがひきたくて、ひめゆり学園に入った。音楽の東風平
こ ち ん だ

先

生がピアノを教えてくれたり、ブラスバンドの指揮をしてくれたり、楽しい時間を過ご

す。しかし、２年生になったころから徐々に戦争の影響が出始める。外国の音楽家が作

った曲は禁止、英語の授業も禁止、ついに授業がなくなり、負傷した兵隊さんのお世話

をすることに。「お国のためなら命を惜
お

しむな」という軍歌のとおり、敵の捕虜
ほ り ょ

にならな

いよう自ら死を選ぶ人々。でも、東風平
こ ち ん だ

先生は最後に「生きろ」とい言葉を残した。何

が正しいのか戦場では分からなくなっていたももちゃんが、生き残った今思うこと。 

ももちゃんのピアノ 

 
柴田 昌平/文 
（ポプラ社） 
21・シ 
 

ノン 

フィクション 

部門 
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物語部門 

はじめましてのダンネバード 
 
工藤 純子/作 
（くもん出版） 
91・ク 
 

金曜日のヤマアラシ 
 
蓼内 明子/著 
（アリス館） 
91・タ 

物語部門 

夏休み明け、蒼太のクラスに転校生が入ってきた！名前はエリサ・ビソカルマ。ネパ

ールから来た女の子だ。でも、日本語があまり話せないエリサちゃんは、いつも無言

で笑わない。クラスになじめないまま、学校に来なくなってしまった。蒼太と幼なじ

みのゆうりは、エリサちゃんの家を訪ねる。お互いの国の言葉がわからず、話ができ

なかったら、友達になれないのかな…。 

6 年生のウタのクラスに転入してきた桐林君は、まるでヤマアラシのようにトゲトゲ

していた。ウタはお母さんが亡くなっていて、父親のさくちゃんと二人暮らし。その

さくちゃんは、ウタがちょっと話したヤマアラシについてなぜかとても興味を持ち、

毎週金曜日の夕食でウタに今週のヤマアラシについて質問するように。 




